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日本産セネデスムスについて

一*イ疹井荒

Notes on Scenedesmus i日 Japan

日本[t.セネデスムス属については， ζれまで福島1入 山岸幻.3)，水野4)等によって 29種

12変種が記il売されていた。筆者は，その後，さらに全国各地の池沼から採集した資料の中

から， 10種20~品種の日本新産のセネデスムスについて報告したの ， 6) ，7) ， 8) ， 9)0 今回， さら

に新しく検出された 2種7変品種につき， その種の特徴，観霊祭事項および採集地等につい

て報告する。 これらのものは，すべて日本新産のセネデスムスである。
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Figs. 1， 10. 
Figs. 2， 11. 
Figs. 3a，3b， 12. 
Figs. 4， 13. 
Figs. 5， 14. 
Figs. 6， 15. 
Figs. 7， 16. 
Figs. 8， 17. 
Figs. 9， 18. 

藻類第19巻第2号昭和 46年 8月

S. ecornis var. disciformis 
S. ecornis var. disciformis f. obiciturus 
S. denticulatus var. linearis f. granulatus 
S. armatus var. boglaliensis 
S. granulatus 
S. granulatus f. verruco・costatus
S. circumfusus 
S. circumfusus var. bicaudatus f. granulatus 
S. armatus var. ecornis 

1. Scenede.抑制 ecornisvar. disciformis CHODAT. 

細胞の大きされ10x3-旬。 coenobiiunは，通常8細胞からなる。細胞は二列で一平面上

に直緩的に並列する。各細胞は卵形か長楕円形で，練や歯状突起をもたず細胞壁が平滑で

ある点は，基本種と全く同じである。しかし，各細胞が互に密着し細胞間際をもたない点

で基本種と異なる。 (Figs.1， 10) 

採集地:埼玉県高須賀沼 (1968;VJD)。日本新産。

採集個体は，いづれも CHODATI0)の原記載のもの(細胞の大きさ7-17x 3-8μ)よりも

小形である。 ζの種は， S. platydiscus (G. M. SMITH) CHODAT (=S. arcuatus var. 

platydisca SMITH)ι 細胞，群体の大きさ，形状とも類似しており混同されやすい。

後者の場合には，群体を構成する細胞聞に間隙があり，密着していない点が特徴である。

本邦では稀産。なお，採築地の高須賀沼は湖沼学的に著名な沼であるが，吉村 (1937)の

研究当時の沼とは洪水による変動で変形し，極めて小さい沼となっている。

2. S. ecornis var. disciformis f. obiciturus UHERKOVICH.11) 

細胞の大きさ9-lOx3.5-4.旬。 coenobiumをつくる細胞が二列で同一平面上に並列する

点で， S. ecornis var. disciformisと全く同じだが，各列の片方の端にのみ他の列の細胞

と接しない細胞がある点でそれとは梢々異なる。外側の 1個の細胞を除いて，他の細胞は

いづれも細胞間隙をもたず密着している。 (Figs.2， 11) 

採集地:千葉県五衛門沼 (1966，VJD)。日本新産。

乙の種は，二列の細胞が中央部分で密着している点で S.ecornis var. disciformisとみ

られるが，外側細胞の状態からすると，やや S.ovalternusに類似した面もある。個体数

は極めて少なく本邦では稀産。

3. S. denticulatus var. linearis f. granulatus HORTOBAGYI. 

細胞の大きさ10-15x 2.7-4.4μ。coenobiumは4細胞からなる。細胞は交互に並ばず一

平面上に細胞の長軸にそって直線状に規則的に配列する。各細胞は両極に 2-3本の歯状

突起をもち，細胞全面に頼粒がある。 (Figs.3a-3b， 12) 
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採集地:埼玉県慈恩寺沼(1968，四)，群馬県近藤沼(1967，四)。北海道知床五湖 (1968，

'Js)。日本新産。

ζの種は，細胞表面は頼粒のあることを除けば S.denticulatus var. linearisと全く

同じである。検出個体は， UHERKOVICHll)の記載とよく一致する。 ただ，基本種であ

る S.denticulatusに比較するとd哩のセネデスムスである。本邦では稀産。

4. S. armatus var. boglariensis HORTOBAGYI. 

細胞の大きさ11-13X 3 .5-4.5μ。coenobiumは 2，4， 8細胞からなる。細胞は，直線的

または，やや交互に一平面上に並ぴ，細胞間際はなく倶l圃で密着している。各細胞は，長

い完全な隆起 ridgeと両極に1.aの歯状突起をもっ。外側細胞のみ，さらに両極にかむの

1本の長練をもっ。 (Figs.4， 13) 

採集地:埼玉県慈恩寺沼 (1968，羽)。日本新産。

乙の種は，すべての細胞が完全な隆起をもっ点で基本種と区別される。検出した個体は

UHERKOVIcn¥l】の記事2とよく類似している。本邦では稀産。

5. S. armatus var. ecornis WOLOSZ. 

細胞の大きさ 10-16X 3-6.a。∞enobiumは2または4細胞からなる。細胞は，直線的に

一平面上に側面で密着して並ぶ。細胞は，楕円形で両側に明確な隆起あり，どの細胞も稼

をもたない。外側細胞の両極にのみ外方に向って1-1.5μの1本の歯状突起がある。 (Figs.

9， 18) 

採集地:埼玉県高須賀沼 (1968，羽)。日本新産。

この種は， 歯状突起と隆起を除けば， 細胞の形，群体の状態等 S.ecornisと類似した

形態を示している。個体数も少なく稀産のものと考えられるが，筆者の検出したものは，

いづれも UHERKovrCH¥1)の記識したものより大型であった。

6. S. granulatus W. et G. S. WEST. 

細胞の大きさ13-14x 6-7μ。coenobiumは 2.4細胞からなる。細胞は側面で接しー列

に平面上に並ぶ。細胞間隙はない。細胞は長楕円形で練や歯状突起はない。細胞壁の全面

に長軸にそって 5-6列の多数の誌や頼粒が付着している。 (Figs.5， 14) 

採集地:埼玉県慈恩寺沼 (1968，明)日本新産。

この種は，慈恩寺沼から比較的多く検出された。検出個体は，いづれも SMITH12)のそ

れより大型であった。本邦では稀産。

7. S. granulatus f. verruco.costatus HORTOB. 

細胞の大きさ 5.5-8X 2 .5-5μ。 coenobitumは2，4細胞からなる。細胞は，直線的か

交互に同一平面上に並ぶ。細胞はそれぞれ密着しており間隙はない。細胞は卵形または，

畏楕円形。細胞壁の全面に規則的または不規則的に多数の頼粒が付着している。特に，細

胞の長紬にそって不規則に大きな額粒が付着しているのが目立つ。 (Figs.6， 15) 
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採築地:千葉県印幡沼 (1968，V)。日本新産。

乙の種は，基本種とは魁子の配列が不規則な点で区別される。検出された個体は，いづ

れも UHERKOVICHll)のものに比較しやや大型であった。本邦では稀産。

8. S. circumfusus HORTOB. 

細胞の大きさ9-13x3.5-5p。∞enobiumは， 2， 4細胞からなる。 4細胞群体のときは

外側細胞が内側j細胞より小さい場合が多い。細胞は側面で密着して直線的にー列に一平面

上に並んでいる。細胞間隙はない。各細胞の両極に長さ 1.....，仰の真直かやや曲った練が 1

.....，2本あり，さらに細胞の側面と稀に外側細胞の外側面には，常に大小のaが直線的に並

んでいる。乙の頼粒列は，短くあるいは長く部分的に庇が逮けいして稽状になっている。

(Figs. 7， 1め

採築地:埼玉県慈恩寺沼(1968，加入埼玉県高須賀沼 (1968，羽〉。日本新産。

検出された個体はいづれも UHERKOVICHll)の記識のものとよく類似しているが， や

や大型のものが多い。本邦では稀産。

9. S. circumfusus var. bicaudatus f. granulatus HORTOB. 

細胞の大きさ 8-16x3-旬。 coenobiumは， 4細胞からなる。細胞は側面で密着しー列

に一平面上に並ぶ。細胞の両極には，長さ 1-2.μの短斡 1.....，2本あり，外側細胞の一方の極

にのみ，左右反対の方向に 4μ ぐらいのやや長い練が 1本ある。各細胞壁には，大小の頼

粒が多数配列している。なお，細胞の両側中央には，長軸にそって 1本の隆起が見られ，

外側細胞の外側面には無数の短練が一列に並ぶ。 (Figs.8， 1η 
採築地:埼玉県慈恩寺沼 (1968，四)。日本新産。

乙の種は，各細胞がその全面に多数の穎粒をもっ点で基本種と明確に区別できる。検出

個体数は少なく本邦では稀産とみられる。

Summary 

Two speci凶， three varieties and four forms of Scenedesmus are described. Following 

algae are reported as new to Japan Scenedesmus ecornis var. disciformis CHODAT， 

S. ecornis var. disciformis f. obici・.turusUHERKOVICH， S. denticulatus var. linearis 

f. granulatus HORTOBAGYJ， S. a7吻 atusvar. boglaliensis HORTOBAGYJ， S. armatus 

var. ecornis WOLOSZ， S. granulatus W. et G. S. W回 T，S. granulatus f. verruco・

costatus HORTOBAGYI， S. circumfusus HORTOBAGYI， S. circumfusus var. bicau・

4おtusf. granulatus HORTOBAGYI. 
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